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次回の会議日程

３月頃

校長室

出席者(学校） 奥田美菜子（校長）　　池田景一（教頭）　　丸橋　忠（事務長） 　 飯田茂雄・山村陽平（首席）

傍聴者 なし

議題等(次第順）
１　開会
２　校長挨拶
３　出席者の紹介
４　学校経営計画進捗状況
５　授業見学説明
６　その他
７　閉会

【近況報告】
校長：
・8/22　 「IKUNO TECH FINAL SUMMER FESTA」の実施、地域への感謝として開催し145名来場した。
・8/30　 産業教育フェアに参加、大阪工業大学梅田キャンパスで実施、1200名来場した。
・9/10　 防災研修及び避難訓練を実施。本会及び本校同窓会会長の川野様よりご講演いただいた。
・10/9　 校外学習をひらかたパークで実施した。
・10/16  金沢工業大学との連携事業として課題研究の視察が行われた。工業科を中心に、教科の枠を超えて全教員が課題研究に関わ
　　　　   る本校の取組について、高い評価をいただいた。
・10/17　授業参観を実施した。
・11/7   文化祭を実施する。大阪市立義務教育学校生野未来学園のお店バトルと同時開催する。
　　　　   本校の今年度の文化祭は入場に制限はなく、自由に来場できる。

【学校経営計画の進捗状況】
・生徒の達成感や自己肯定感を育むため、資格・検定等への積極的なチャレンジを促した。7月末時点での資格取組率は113％となり目標を
上回る成果を上げている。
・生徒の自己実現に向け、系統的なキャリア教育・職業教育に取組んだ結果、就職一次内定率は88％となり、目標を達成した。

【ご意見など】
①民間企業での職員の評価方法について
企業により評価方法は異なると思うが、評価は社員の報酬やモチベーションにつながることから、社員が何を頑張ればよいかを明確にする
ため、企業が求める成果や行動を数値や指示で示すことが非常に重要だと考える。大事なことは企業目標と本人の目標をすり合わせ、一人
ひとりの成長を組織全体の成果につなげることだと考えている。
②近年の大学生の様子について
相対的に学力の低下がみられる。指示された内容にはしっかり対応できるが、自発的な取り組みについては得意であるとは言えない。大学
では推薦入学者に対して、入学前課題を課し基礎力の向上を図っている。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 学校経営計画（進捗状況）、授業見学プリント他
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川野光男      　　宮下幸子

水谷彰伸　　　    山田岳人

令和8年度　第2回　学校運営協議会　議事録

府立生野工業高等学校

奥田美菜子

開催日時 令和　8年　10月　17日（土）　９　:　００　～　


